
近
世
前
期
に
お
け
る
「
倹
約
令
」
の
全
国
的
展
開
と
そ
の
特
質

ト木

晋

嘆

近世前期における「倹約令」の全国的展開とその特質（朴）

は
　
じ
　
め
　
に

　
江
戸
幕
府
の
法
令
は
、
そ
の
施
行
範
囲
に
よ
っ
て
、
大
名
領
を
含
む
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
対
象
と
し
た
も
の
と
、
幕
府
領
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
前
者
、
即
ち
、
天
下
一
統
の
御
法
度
は
、
幕
府
側
か
ら
す
れ
ば
、

諸
大
名
を
統
率
す
る
全
国
支
配
者
と
し
て
幕
府
の
意
志
を
大
名
領
に
示
す
も

の
で
あ
り
、
大
名
側
か
ら
す
れ
ば
、
自
身
の
領
国
支
配
権
に
対
す
る
幕
府
か

ら
の
干
渉
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
大
名
へ
伝
達
さ
れ
た
幕
令

が
大
名
領
に
お
い
て
如
何
に
実
施
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
幕
府
と

藩
の
二
元
的
支
配
を
特
徴
と
す
る
近
世
幕
藩
制
国
家
の
幕
藩
関
係
の
実
態
を

分
析
す
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
天
下
｝
統
の
御
法
度
に
対
す
る
大
名
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
禁
制
の
よ
う
に
、
国
是
に
か
か
わ
る
も
の
は
、
幕
府
の
厳
し
い
命
令
や
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

罰
が
あ
る
た
め
遵
守
し
た
。
し
か
し
、
民
政
に
関
わ
る
も
の
は
、
例
え
ば
、

田
畑
永
代
売
買
禁
令
の
よ
う
に
、
大
名
側
の
利
害
や
領
内
の
慣
行
と
低
触
す

る
場
合
が
あ
り
、
し
か
も
、
幕
府
側
が
そ
の
実
施
を
強
く
要
求
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
も
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
実
施
し
な
か
っ
た
例
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

幕
令
を
受
け
入
れ
て
そ
れ
を
実
行
す
る
場
合
も
、
鳴
物
停
止
令
の
よ
う
に
、

幕
府
関
係
の
停
止
令
と
大
名
独
自
の
停
止
令
と
い
う
大
名
領
で
の
重
層
構
造

　
　
　
　
　
④

が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
名
領
に
お
け
る
巻
斗
の
受
容
と
施
行
の

問
題
は
、
そ
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
未
だ
、
検
討
す
べ
き
点
が

多
く
残
っ
て
お
り
、
個
別
の
法
令
を
取
り
上
げ
、
幕
令
と
藩
令
と
の
比
較
・

検
討
作
業
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で

は
、
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
の
八
～
項
目
の
な
か
で
　
二
〇
項
欝
を
占
め
る
、

天
下
一
統
の
御
法
度
の
｝
つ
で
あ
る
倹
約
令
を
素
材
に
し
、
幕
令
の
全
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
展
開
や
大
名
領
に
お
け
る
受
容
過
程
を
検
討
し
た
い
。

　
倹
約
令
は
、
農
畏
や
町
人
の
生
活
の
実
態
を
探
る
た
め
の
素
材
と
し
て
利

用
さ
れ
、
各
府
県
史
類
の
農
民
生
活
編
な
ど
を
含
め
て
か
な
り
の
研
究
成
果

14ユ （437）



が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
成
果
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
農
民
や
町
人
の
衣
食
住
に
画
す
る
領
主
側
の
倹
約
規

定
を
具
体
的
に
収
集
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
倹
約

令
に
か
か
わ
る
研
究
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
生
活
規
範
の
身
分
制
的
な
秩

序
の
確
立
と
い
う
側
罰
か
ら
近
世
社
会
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

　
⑥
あ
る
。
次
は
、
三
大
改
革
論
の
な
か
で
、
社
会
・
経
済
上
の
変
化
、
す
な
わ

ち
、
商
品
経
済
の
進
展
に
対
す
る
政
治
権
力
の
対
応
策
と
し
て
倹
約
令
の
意

義
を
捉
え
る
研
究
で
あ
る
。
例
え
ば
、
辻
達
也
は
、
享
保
六
年
の
組
合
結
成

令
が
奢
修
撰
抑
制
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
享
保
期

の
商
業
政
策
の
特
徴
を
、
倹
約
令
を
通
じ
て
商
業
組
織
の
統
制
を
行
っ
た
点

　
　
　
　
　
　
⑦

に
あ
る
と
捉
え
た
。
三
つ
目
は
、
江
戸
幕
府
の
将
軍
権
力
に
関
す
る
検
討
作

業
か
ら
、
各
政
権
が
施
行
す
る
倹
約
政
策
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
寛
永

肩
焼
と
い
う
危
機
の
際
、
食
物
や
物
資
の
消
費
を
抑
え
て
そ
れ
を
乗
り
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
め
の
舛
応
策
と
し
て
幕
府
の
倹
約
令
を
評
価
す
る
藤
井
譲
治
の
研
究
や
、

寛
文
八
年
の
幕
府
倹
約
令
に
諸
大
名
が
敏
感
に
対
応
し
、
独
自
の
領
内
倹
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

令
を
整
備
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
辻
達
也
の
論
文
、
綱
吉
期
の
倹
約
令
が
将

軍
個
人
の
趣
向
に
影
響
さ
れ
、
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
塚
本
学
の
論

⑩考
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
幕
藩
権
力
の
身
分
統
制
策
、
あ
る
い
は
、

商
品
経
済
の
抑
制
策
と
い
う
政
策
論
と
し
て
展
閥
さ
れ
、
肝
心
な
法
令
の
成

立
過
程
や
受
容
実
態
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
点
が
多
い
状
態
で
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
近
世
前
期
、
即
ち
、
綱
二
期
ま
で
、
民
衆
の
日

常
生
活
を
規
制
す
る
幕
府
の
法
令
を
素
材
と
し
、
①
全
国
令
と
し
て
の
倹

約
令
の
成
立
過
程
と
そ
の
時
期
の
検
討
、
②
大
名
領
に
お
け
る
嘉
島
の
受

容
と
そ
の
理
由
の
二
点
に
絞
っ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
①
服
藤
弘
罰
『
幕
府
法
と
藩
法
』
（
創
文
社
、
一
九
八
○
）
。

　
②
岡
山
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
素
材
に
す
る
村
井
早
苗
の
最
近
の
研
究
に
よ
れ

　
　
ば
、
元
和
期
ま
で
幕
府
の
禁
令
は
必
ず
し
も
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

　
　
が
、
幕
府
側
は
寛
永
二
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
個
別
藩
の
仕
置
に
介
入
し
、
キ
リ
シ

　
　
タ
ン
問
題
に
関
す
る
権
限
を
、
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

　
　
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
周
山
藩
と
幕
府
」
、
岡
山
藩
研
究
会
編
『
藩
世
界

　
　
の
意
識
と
関
係
㎏
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
。

　
③
藤
井
譲
治
「
［
法
度
］
の
支
配
」
（
藤
井
譲
治
編
噸
日
本
の
近
世
第
三
巻
支

　
　
配
の
し
く
み
』
中
央
公
論
社
、
～
九
九
　
）
。

　
④
　
中
規
学
「
［
鳴
物
停
止
令
］
と
藩
政
－
幕
令
に
関
す
る
藩
の
対
応
1
」
（
渡

　
　
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
と
生
活
文
化
と
地
域
社
会
』
河
出
書
房
新
社
、
　
一
九
九

　
　
五
）
。

　
⑤
そ
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
藤
井
譲
治
「
幕
藩
制
前
期
の
悪
質
－
酒
作
制

　
　
限
令
を
素
材
に
…
」
（
『
日
本
史
研
究
隔
　
一
七
〇
、
　
一
九
七
六
）
、
塚
本
学
「
幕

　
　
藩
関
係
か
ら
み
た
生
類
憐
み
政
策
扁
（
㎎
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
輪
　
一
九
七

　
　
九
・
一
九
八
○
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
⑥
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
原
田
信
男
「
衣
・
食
・
住
」
（
日
本
村
落
史
講
座
編

　
　
集
委
員
会
編
㎎
日
本
村
落
史
講
座
　
第
七
　
生
活
n
近
世
睡
雄
山
閣
、
～
九
九

　
　
〇
）
、
黒
瀧
十
二
郎
門
農
毘
の
生
活
」
（
㎎
引
前
藩
政
の
諸
問
題
歴
北
方
新
社
、
　
～

　
　
九
九
七
）
、
同
門
町
人
の
生
活
」
（
馴
引
前
藩
政
の
諸
問
題
磁
北
方
新
社
、
　
一
九
九
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近世前期におけるF倹約令」の全国的展開とその特質（朴）

　
七
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑦
そ
の
他
に
、
藤
田
覚
魍
天
保
改
革
撫
（
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
八
九
、
三
二
ま
工

　
八
頁
）
は
、
寛
政
と
天
保
の
改
革
の
主
導
者
で
あ
る
松
平
定
信
と
水
野
忠
邦
の
倹

　
約
観
を
比
較
し
、
両
者
の
認
識
の
相
違
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寛

　
政
と
天
保
改
革
の
歴
史
的
段
階
差
を
示
し
た
。
な
お
、
三
大
藩
名
論
か
ら
の
研
究

　
で
は
な
い
が
、
U
o
二
二
即
ω
三
く
色
ざ
、
・
し
D
郎
ヨ
箕
葛
蔓
節
Φ
σ
Q
三
ロ
笥
o
p
曽
鼠
ω
［
鉾
霧

　
ぎ
団
匿
《
↓
o
ざ
σ
Q
睾
p
』
巷
雪
、
．
（
ミ
、
，
§
軋
き
ミ
“
N
ミ
駄
象
ミ
跨
象
』
§
防
譲
、

　
お
の
倉
…
H
り
①
㎝
）
は
、
商
品
経
済
の
発
展
へ
の
対
応
策
と
し
て
近
世
前
期
の
倹
約

　
令
を
分
析
し
た
。

⑧
藤
井
談
治
『
徳
川
家
光
幅
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
。

⑨
辻
達
也
「
［
下
馬
将
軍
］
政
治
の
性
格
㎏
（
噸
横
浜
市
立
大
学
論
叢
臨
三
〇
巻

　
二
・
三
合
黙
黙
、
㎜
九
七
九
）
。

⑩
塚
本
学
咽
徳
川
綱
吉
撫
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
。

1

寛
永
期
に
お
け
る
大
飢
謹
と
倹
約
令
の
成
立

　
権
力
側
が
自
分
の
家
臣
や
家
中
に
対
し
て
で
は
な
く
、
庶
民
に
対
し
て
、

そ
の
衣
裳
を
規
制
す
る
法
令
を
発
す
る
こ
と
は
、
戦
国
大
名
や
織
豊
政
権
に

　
　
　
　
　
①

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
民
衆
支
配
に
対
す
る
幕
藩
権
力
と
そ
れ
以
前
の
権

力
と
の
姿
勢
の
相
違
が
窺
え
る
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
幕
藩
権
力

に
よ
る
倹
約
令
の
発
令
を
検
討
し
た
い
。

　
幕
藩
権
力
が
衣
食
住
に
お
け
る
百
姓
の
華
美
を
戒
め
た
最
初
の
事
例
と
し

て
、
慶
長
　
三
年
（
一
六
〇
八
）
の
米
沢
藩
の
法
令
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
⊃
、
百
姓
身
持
の
儀
、
男
女
と
も
に
せ
き
た
皮
草
履
、
あ
や
鍛
子
、

む
く
や
う
の
帯
え
り
井
絹
紬
類
衣
裳
御
法
度
に
候
」
と
し
、
百
姓
の
衣
類
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

絹
・
紬
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
～
部
の
例
を
除
け
ば
、
慶

長
・
元
和
期
（
　
五
九
六
…
一
六
一
一
四
）
ま
で
、
こ
う
し
た
法
令
を
発
令
す

る
大
名
の
例
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

　
一
方
、
江
戸
幕
府
は
、
寛
永
期
に
入
る
と
、
衣
食
住
に
お
け
る
百
姓
の
華

美
を
戒
め
始
め
る
。
そ
の
最
初
の
事
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
寛
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

五
年
（
一
六
二
五
）
一
一
月
九
日
付
の
「
定
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
定

　
　
一
、
歩
行
、
若
党
、
弓
鉄
炮
之
者
着
物
類
二
二
、
絹
紬
之
飛
州
可
許
之
、

　
　
　
　
其
上
之
衣
裳
可
為
無
用
、
但
其
主
人
よ
り
あ
た
へ
候
着
物
は
不
苦

　
　
　
　
事

　
　
一
、
百
姓
之
着
物
之
事
、
百
姓
分
之
者
ハ
布
木
綿
た
る
へ
し
、
但
名
主

　
　
　
　
慮
外
百
姓
之
女
房
ハ
紬
之
着
物
迄
ハ
不
苦
、
其
上
之
衣
裳
を
着
候

　
　
　
　
者
可
爲
曲
事
者
也

　
右
の
法
令
は
、
噸
上
杉
家
御
年
譜
』
『
佐
渡
年
代
記
駈
な
ど
に
載
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
名
領
を
含
む
全
国
令
と
し
て
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
第
二
条
で
百
姓
の
衣
類
を
布
・
木
綿
に
制
限
し
、
例
外
と
し
て

名
主
や
百
姓
の
女
房
に
限
り
紬
ま
で
の
衣
類
を
認
め
て
い
る
。
第
一
条
で
歩

行
・
若
党
・
弓
鉄
炮
等
の
下
級
武
士
の
衣
類
を
絹
・
紬
に
規
定
し
た
こ
と
と

比
較
す
る
と
、
こ
れ
は
、
恐
ら
く
下
級
武
士
と
百
姓
の
身
分
的
な
差
別
を
確
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立
し
、
農
村
社
会
に
お
け
る
名
主
と
一
般
農
民
の
序
列
を
可
視
化
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
は
、
幕
蔚
の
倹
約
令
に
対
す
る
大
名
側
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

寛
永
一
七
年
（
～
六
四
〇
）
八
月
二
〇
旨
に
八
代
に
隠
居
し
て
い
る
細
川
忠

興
は
、
息
子
の
細
川
翼
下
宛
の
書
状
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
記
し
て
い

⑧
る
。　

　
其
元
侍
、
下
々
町
人
百
姓
以
下
二
世
ま
て
、
衣
類
振
舞
な
と
の
儀
遠
図

　
　
由
、
此
侭
従
　
公
儀
被
　
仰
出
ル
に
て
無
之
二
付
、
袈
元
へ
も
未
ふ
れ

　
　
無
理
由
候
、
御
直
二
其
方
へ
被
成
　
御
謎
章
程
之
儀
可
在
之
候
哉
、

　
即
ち
、
七
月
二
一
日
頃
息
子
で
あ
る
忠
利
が
田
中
の
武
士
と
百
姓
・
嫁
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

へ
衣
類
や
振
舞
な
ど
の
倹
約
令
を
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
忠
鳳
ハ
は
、
公
儀

か
ら
の
命
令
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
が
隠
居
し
て
い
る
八
代
に
は
、
倹
約

令
に
関
す
る
触
を
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
、
患
利
の
措
置
は
家

光
の
指
示
（
御
謎
）
に
よ
る
も
の
か
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
の
質
問
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

忠
利
は
、
翌
日
付
の
返
事
で
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　
十
九
日
之
御
書
頂
戴
仕
候
、
江
戸
に
て
お
ご
り
の
儀
無
之
…
様
二
と
、

　
　
度
々
御
直
二
も
上
意
に
て
御
座
候
つ
る
、
い
つ
ぞ
や
お
ご
り
の
糟
米

　
　
付
而
御
法
度
書
出
鼻
幾
つ
る
、
其
儀
に
て
　
公
儀
6
之
御
法
度
を
済
事

　
　
に
て
御
座
候
と
奉
存
候
、
自
分
之
法
度
に
て
御
座
候
故
、
其
元
ヘ
ハ
不

　
　
申
上
候
つ
る
、
振
舞
、
楽
車
上
卿
を
木
綿
な
と
・
申
事
ハ
、
此
前
6
申

　
　
付
候
つ
る
、
今
度
優
位
又
少
替
二
丈
、
百
姓
中
へ
之
書
付
、
初
而
申
渡

　
　
候
、

　
ま
ず
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
忠
利
が
倹
約
令
の
発
令
を
「
公

儀
6
之
御
法
度
」
に
根
拠
付
け
た
点
で
あ
る
。
実
際
、
忠
利
は
先
年
一
二
月

一
七
日
、
「
世
運
中
の
お
ご
り
」
に
つ
い
て
家
光
と
話
し
合
い
、
そ
の
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
つ
い
て
意
見
を
上
申
す
る
よ
う
家
光
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

同
年
一
月
二
・
一
三
日
に
は
幕
府
か
ら
番
頭
と
旗
本
の
倹
約
を
指
示
す
る

　
　
　
　
⑧

法
度
を
得
て
、
忠
利
自
ら
は
、
「
公
儀
6
之
御
法
度
を
済
事
に
て
御
座
候
」

と
思
い
、
領
内
の
倹
約
令
を
出
し
た
と
、
質
問
に
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
は
自
分
が
考
え
た
末
に
繊
し
た
法
度
な
の
で
、
申
し
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
、

百
姓
に
対
す
る
倹
約
令
は
こ
れ
が
は
じ
め
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
忠
興
が
息
子
の
忠
利
に
藩
独
自
の
倹
約
令
の
根
拠
を
尋
ね

た
こ
と
や
、
忠
利
が
そ
の
根
拠
を
門
公
儀
6
之
御
法
度
偏
に
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
、
大
名
側
は
幕
府
の
法
令
を
十
分
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
実
際
、
寛
永
一
七
年
七
月
二
一
日
に
発
令
し
た
熊
本
藩
の
法
令
で
は
、

大
庄
屋
に
絹
・
紬
ま
で
の
衣
類
着
用
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
平
百
姓
に
は

木
綿
・
布
に
覇
幽
す
る
な
ど
、
寛
永
五
年
の
幕
府
法
を
そ
の
ま
ま
遵
守
す
る

　
　
　
　
⑨

内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
に
発
令
さ
れ
る
加
賀
藩
の
寛
永
七

年
の
法
令
に
は
、
＝
、
百
姓
廉
き
る
も
の
・
事
、
布
木
綿
た
る
べ
し
、
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

百
姓
の
女
は
紬
之
着
物
迄
は
不
平
、
其
上
之
衣
裳
可
爲
曲
言
事
」
と
し
、
幕
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法
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
百
姓
の
衣
類
を
布

と
木
綿
に
制
限
す
る
寛
永
五
年
の
幕
令
が
、
大
名
領
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
遵

守
さ
れ
た
の
は
、
武
士
と
農
民
と
の
身
分
制
的
な
秩
序
化
を
目
指
す
こ
と
が
、

幕
藩
領
主
の
共
通
利
害
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
、
百
姓
や
町
人
の
衣
食
住
に
対
す
る
幕
府
の
規
制

は
、
ま
だ
、
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
。
幕
府
が
、
庶
民
生
活
の
「
奢
り
」
や

「
華
麗
」
を
問
題
に
し
、
百
姓
や
町
人
の
衣
食
住
に
金
面
的
な
規
制
を
加
え

始
め
る
の
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
飢
鰹
が
各
地
に
現
れ
る
寛
永
～
九
年
（
一

六
四
二
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
は
、
異
常
気
候
に
よ
る
雪
叩
の
被
害

が
各
地
で
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
寛
永
一
九
年
五
月
　

四
日
に
諸
国
へ
、
次
の
高
札
を
立
て
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
、
「
諸

国
在
々
所
々
田
畠
あ
れ
さ
る
や
う
に
、
入
精
耕
作
す
へ
し
、
若
立
毛
損
亡
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
の
所
申
掠
、
年
貢
令
難
渋
族
於
在
之
者
、
可
為
曲
事
者
也
」
と
し
、
領
主

階
級
の
年
貢
収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
山
藩
主
で
あ
る

池
田
光
政
の
日
記
に
よ
る
と
、
参
勤
交
代
に
よ
っ
て
国
元
へ
帰
国
す
る
際
の

五
月
二
六
日
に
、
「
御
城
二
て
上
意
、
諸
国
草
臥
朗
話
被
聞
斎
言
聞
、
国
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
仕
置
等
能
可
申
付
旨
上
意
盛
事
」
と
し
、
領
内
の
飢
謹
対
策
の
指
示
が
家

光
か
ら
光
政
へ
渡
さ
れ
、
帰
国
の
最
申
の
六
月
ニ
工
日
に
寄
港
先
で
あ
る
大

坂
で
、
老
中
奉
書
の
形
で
右
の
高
札
が
光
政
に
伝
達
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

　
　
⑬

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
の
高
札
は
、
参
勤
交
代
に
よ
っ
て
帰
国
す
る

諸
大
名
へ
渡
し
、
帰
国
後
、
そ
れ
に
基
づ
く
飢
饒
対
策
の
実
行
を
指
示
す
る

目
的
で
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
高
札
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を

除
い
て
、
大
名
領
内
の
民
衆
を
対
象
と
し
て
幕
府
が
出
し
た
最
初
の
法
令
で

　
　
⑭

あ
る
が
、
そ
れ
以
後
、
幕
府
の
飢
饒
対
策
は
、
幕
府
領
に
止
ま
ら
ず
、
諸
大

名
領
を
含
む
全
国
令
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
幕
府
の
観
饒
対
策
の
全
国
令
は
、
五
月
｝
四
日
の
高
札
以
後
、
六
月
二
九

日
・
閏
九
月
一
筆
日
な
ど
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
六
月

工
九
日
の
法
令
の
第
一
条
で
は
、

　
　
当
年
は
諸
国
人
民
草
臥
候
問
、
百
姓
等
少
々
邦
訳
用
捨
、
此
上
若
当
作

　
　
毛
於
損
亡
は
、
来
年
可
為
息
男
下
露
、
倹
約
－
の
儀
兼
日
難
被
　
抑
付
、

　
　
諸
善
も
弥
存
其
旨
、
万
事
相
慎
、
可
減
少
之
、
町
人
百
姓
以
下
の
食
物

　
　
迄
も
、
致
其
覚
悟
、
不
及
飢
候
様
相
計
、
勿
論
百
姓
等
は
、
常
々
狼
米

　
　
不
給
庸
愚
可
申
付
事
、

　
⑮
と
し
、
飢
饒
に
備
え
る
た
め
の
対
策
と
し
て
食
物
な
ど
の
「
倹
約
」
を
打
ち

出
し
、
「
町
入
・
百
姓
」
を
飢
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
足
任
を
「
諸
侍
」

へ
取
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
触
は
、
「
諸
国
人
民
草
臥
」
と
い
う
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
の
責
任
を
全
領
主
に
確
認
さ
せ
る
と
同
時
に
、
飢
饒
村
策
の
基
本

方
針
と
し
て
倹
約
を
強
調
す
る
と
い
う
幕
府
の
方
針
を
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
飢
僅
に
対
処
す
る
た
め
の
当
面
の
対
策
と
し
て
倹
約
を
全
面
に
打
ち
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
の
は
、
閏
九
月
一
四
日
付
の
法
令
も
同
様
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
、
幕
府
の
飢
饒
対
策
は
、
関
東
方
と
上
方
に
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
は
、
同

年
五
月
八
日
、
「
此
秋
又
不
熟
せ
ば
、
明
年
は
餓
死
す
る
も
の
多
か
る
べ
し
、

畿
内
西
国
は
板
倉
周
防
守
重
宗
・
信
濃
守
尚
政
・
日
向
守
直
清
・
久
貝
因
幡

守
正
俊
・
曽
我
丹
波
守
古
祐
・
小
堀
遠
江
守
・
五
味
金
右
衛
門
豊
直
め
ぐ

　
　
　
⑱

り
」
と
し
、
板
倉
重
宗
（
京
都
所
司
代
）
、
永
井
尚
政
と
永
井
直
清
（
山
城

淀
藩
主
）
、
久
貝
正
俊
・
曽
我
古
祐
（
大
坂
町
奉
行
）
、
小
堀
政
｝
・
五
味
豊

直
（
上
方
郡
代
）
の
七
人
に
石
河
勝
正
（
堺
奉
行
）
を
加
え
る
、
八
人
衆
に

畿
内
近
国
の
飢
鰹
対
策
を
指
示
し
た
。
そ
れ
以
後
、
六
月
二
九
日
・
閏
九
月

～
四
日
付
の
全
国
令
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
上
方
で
は
板
倉
重
宗
ら
の
八
人

　
　
　
　
　
　
⑲

連
署
で
出
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
上
方
で
は
、
さ
ら
に
飢
鯉
対
策
を
具
体
的
に
展
謝
す
る
た
め
、

京
都
所
司
代
や
上
方
郡
代
な
ど
に
よ
っ
て
、
七
月
二
五
日
・
八
月
二
〇
日
・

一
一
月
一
一
六
日
付
の
触
が
禺
さ
れ
た
。
ま
ず
、
七
月
二
五
日
付
の
触
か
ら
検

討
す
る
と
、
こ
れ
は
、
上
方
郡
代
で
あ
る
小
堀
政
一
・
五
味
豊
直
が
繊
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
で
あ
る
。
こ
の
触
は
幕
領
と
と
も
に
、
上
方
に
所
領
を
持
っ
て
い
る
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

台
藩
な
ど
の
大
名
領
ま
で
送
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

五
月
二
四
日
に
上
方
を
対
象
に
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
全
七
ヵ
条
の
触
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

同
月
二
六
日
に
関
東
一
帯
の
幕
府
代
官
に
出
さ
れ
た
全
一
一
ヵ
条
の
触
を
合

わ
せ
て
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
食
物
確
保
の
た
め
に
綿
作
と
菜
種
作

を
禁
止
す
る
黒
頭
（
一
八
・
一
九
条
）
を
、
新
た
に
追
加
し
た
こ
と
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
綿
作
や
菜
種
作
な
ど
が
盛
ん
で
あ
っ
た
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
上
方
の
実
情
を
勘
案
し
、
新
た
に
入
れ
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
則

ち
、
七
月
二
五
日
付
の
触
は
、
六
月
二
九
日
付
の
金
国
令
の
発
令
以
後
、
倹

約
を
基
本
方
針
と
す
る
飢
饒
対
策
を
広
域
的
に
展
開
す
る
た
め
、
上
方
郡
代

で
あ
る
小
堀
政
一
・
五
味
靴
直
が
、
上
方
一
帯
に
出
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。　

次
の
史
料
は
、
寛
永
一
九
年
八
月
二
〇
日
に
京
都
所
司
代
の
板
倉
重
宗
が

　
　
　
　
　
　
　
⑮

出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
覚

　
　
一
、
当
年
は
諸
国
之
人
民
草
臥
候
間
、
町
人
等
食
物
迄
も
致
其
覚
悟
、

　
飢
に
不
及
や
う
に
仕
へ
き
事

、
町
人
衣
類
さ
あ
や
、
ち
り
め
ん
、
平
亀
や
、
は
ふ
た
へ
、
此
外
結

　
構
成
衣
類
着
す
へ
か
ら
す
、
ゑ
り
帯
等
二
も
右
目
外
結
構
成
も
の

　
仕
ま
し
く
候
事
、
付
下
人
下
女
布
木
綿
た
る
へ
し
、
但
手
代
ハ
き

　
ぬ
つ
む
き
を
県
下

一
、
町
人
女
房
の
衣
類
さ
あ
や
、
ち
り
め
ん
、
き
ぬ
は
ふ
た
へ
た
る
へ

　
し
、
ぬ
い
は
く
、
か
の
こ
、
と
ん
す
、
金
入
之
類
の
小
袖
不
可
着
、

　
ゑ
り
お
ひ
同
前
望
事

一
、
町
人
作
事
自
今
以
後
結
構
に
仕
ま
し
き
事

146 （442）



近世前期における「倹約令」の全国的展開とその特質（朴）

　
　
一
、
墨
入
振
廻
一
一
汁
三
菜
、
此
外
食
菜
二
つ
、
す
い
物
一
つ
、
酒
三
返

　
　
　
　
之
事

　
　
　
、
町
人
之
振
舞
、
木
具
井
台
物
無
用
之
事

　
　
　
、
町
人
祝
言
諸
道
具
、
衣
類
等
万
事
鹿
相
二
可
仕
候
、
勿
論
其
時
之

　
　
　
　
振
舞
井
引
手
物
か
ろ
く
い
た
す
へ
き
事

　
　
～
、
祭
礼
不
応
其
身
儀
仕
ま
し
き
事

　
　
一
、
仏
事
等
心
躰
相
応
に
可
仕
事

　
　
　
　
寛
永
十
九
年
牛
八
月
二
十
日
置
　
　
　
　
　
周
防
　
印

　
右
の
触
は
、
近
世
初
期
の
岡
山
藩
の
法
令
を
収
め
た
『
御
納
戸
大
落
』
で

は
寛
永
一
九
年
七
月
付
の
「
大
坂
町
中
へ
被
仰
渡
覚
」
と
し
、
同
文
が
載
せ

　
　
⑳

て
い
る
。
「
大
坂
町
中
へ
被
仰
渡
覚
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
触
は
、
所

司
代
の
板
倉
重
宗
と
大
坂
町
奉
行
で
あ
る
久
貝
正
俊
・
曽
我
古
祐
な
ど
が
協

議
し
、
京
都
や
大
坂
な
ど
の
町
方
を
垂
紐
に
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
町

人
を
対
象
と
す
る
倹
約
令
は
、
当
時
、
京
都
や
大
坂
な
ど
の
先
進
都
市
を
支

配
領
域
と
す
る
上
方
八
人
衆
の
地
域
支
配
の
特
色
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
幕
府
の
飢
謹
対
策
が
年
貢
を
納
め
る
百
姓
だ
け
で
は
な
く
、
町
方

に
居
住
す
る
町
人
を
含
め
て
全
支
配
層
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
一
一
月
工
六
日
に
は
、
八
人
衆
連
署
で
諸
国
飢
謹
に
つ
き
、

　
　
一
、
在
々
当
年
貢
損
亡
無
三
所
百
姓
難
渋
申
問
官
司
、
去
夏
中
相
を
立

　
　
　
　
候
と
い
へ
と
も
弥
其
旨
を
可
存
事

　
　
一
、
当
作
毛
損
亡
無
亡
所
年
貢
詫
言
申
三
百
二
瀬
有
之
者
籠
舎
可
申
付

　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
、
二
ヵ
条
の
「
覚
」
を
幽
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
触
は
、
凶

作
に
よ
る
年
貢
節
減
の
要
求
を
押
し
切
り
、
年
貢
収
入
の
安
定
化
を
図
る
た

め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
こ
こ
で
は
、
寛
永
飢
謹
の
際
、
上
方
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
倹
約
令

を
素
材
に
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
倹
約
を
基
調
と
す
る
幕
府
の

飢
鰹
対
策
は
、
食
物
の
確
保
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
積
極

的
な
対
策
と
は
雷
え
な
い
。
し
か
し
、
当
該
期
の
関
東
と
上
方
と
の
社
会
・

経
済
の
格
差
を
勘
案
し
、
上
方
の
実
情
に
合
わ
せ
る
条
文
の
追
加
や
町
方
倹

約
令
の
発
令
を
行
う
こ
と
か
ら
、
現
地
の
実
情
に
合
う
適
切
な
飢
饒
対
策
の

立
案
と
実
行
を
目
指
す
姿
勢
が
窺
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
各
藩
の
法
制
史
料
で
は
、
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
法
令
は
確
認

さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
独
自
の
倹
約
令
を
出
し
た
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
。
そ
れ
は
、
既
に
、
全
国
令
と
し
て
の
幕
令
が
大
名
側
に
伝
達
さ
れ
た

　
⑳
こ
と
、
そ
し
て
、
生
産
力
が
高
い
地
域
に
位
置
す
る
幕
府
領
に
比
べ
て
大
名

領
内
の
百
姓
や
町
人
の
日
常
生
活
が
倹
約
を
強
制
す
る
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

①
　
煎
本
増
夫
「
近
世
初
期
の
衣
服
統
制
」

　
五
九
頁
。

（隅

坙
{
歴
史
輪
四
二
一
、
一
九
八
三
）
、
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②
右
同
文
、
六
七
頁
。

③
「
御
炎
家
令
条
」
（
石
井
良
助
編
四
近
世
法
制
史
料
叢
書
蜘
弘
文
堂
轡
房
、
一

　
九
三
九
）
、
文
書
番
号
三
七
八
号
。
以
下
、
他
の
史
料
も
「
御
当
家
令
条
」
三
七

　
八
号
の
よ
う
に
略
す
る
。

④
　
　
『
細
川
家
史
料
　
第
七
巻
』
（
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
騨
大
日
本
近
世
史
料
駄

　
東
京
大
學
出
版
曾
、
～
九
六
九
）
～
六
五
〇
号
。

⑤
「
寛
永
年
以
後
郡
中
震
全
」
隅
藩
法
集
七
熊
本
藩
撫
（
藩
法
研
究
会
編
、
創
文

　
社
、
　
一
九
詣
ハ
詣
ハ
）
、
ニ
ニ
一
。

⑥
『
細
川
家
史
料
第
；
藩
』
｝
〇
五
欝
万
。

⑦
『
細
川
家
史
料
第
＝
悪
闘
一
〇
一
四
号
。

⑧
噸
細
川
家
史
料
第
＝
二
巻
臨
一
〇
一
七
号
。

⑨
前
掲
注
①
。

⑩
糊
加
賀
藩
史
料
第
二
編
轍
（
前
田
家
編
輯
部
編
）
、
寛
永
七
年
＝
万
二
一
日

　
条
。

⑪
『
幕
府
日
記
輪
寛
永
一
九
年
五
月
一
四
日
条
。

⑫
藤
井
駿
他
三
人
共
編
㎎
池
田
光
政
日
記
』
（
康
陽
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一

　
九
⊥
ハ
し
て
）
、
　
二
〇
｝
貝
。

⑬
『
池
田
光
政
目
紀
』
二
｝
頁
。

⑭
　
藤
井
譲
治
『
徳
島
家
光
歴
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
）
、
＝
二
九
頁
。

⑮
「
御
妾
家
令
粂
」
四
五
四
号
。

⑯
「
御
当
家
令
条
」
四
五
六
号
。

⑰
近
世
初
期
の
西
国
・
東
国
の
二
元
性
に
つ
い
て
横
田
冬
彦
は
、
「
直
接
に
は
伏

　
見
・
駿
府
を
拠
点
と
し
た
大
御
所
家
康
と
江
戸
の
将
軍
秀
忠
と
い
う
二
元
政
治
の

　
所
産
で
あ
る
が
、
ひ
い
て
は
鎌
倉
幕
府
と
六
波
羅
探
題
、
室
町
幕
府
と
関
東
公
方

　
な
ど
、
東
團
に
発
し
た
武
家
政
権
が
長
く
抱
え
こ
ん
で
き
た
課
題
で
も
あ
っ
た
扁

　
と
し
、
関
東
を
勢
力
基
盤
と
す
る
武
家
政
権
の
特
性
か
ら
有
来
す
る
も
の
と
説
明

　
し
、
そ
れ
が
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
る
の
は
、
享
保
改
革
期
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る

　
と
指
摘
し
た
（
横
田
冬
彦
欄
日
本
の
歴
史
　
第
一
六
巻
　
天
下
泰
平
転
講
談
社
、

　
二
〇
〇
二
、
一
五
八
頁
）
。

⑱
魍
徳
川
実
紀
隔
寛
永
一
九
年
五
月
八
爲
条
。

⑲
岡
山
藩
（
『
御
納
戸
大
帳
臨
一
六
・
二
〇
号
）
、
長
州
藩
（
「
毛
利
四
代
実
録
」

　
『
山
口
県
史
　
史
料
編
近
世
一
爆
睡
　
一
九
九
九
、
寛
永
　
九
年
七
月
二
日
・
閏
九

　
月
一
六
日
の
条
）
な
ど
で
確
認
さ
れ
る
。

⑳
幕
領
で
は
、
上
方
郡
代
よ
り
代
官
の
小
野
長
左
衛
門
（
『
藤
井
寺
市
史
第
六

　
巻
　
史
料
編
四
上
』
一
九
八
三
、
六
頁
）
や
末
吉
孫
左
衛
門
（
凹
羽
曳
野
市
史

　
第
五
巻
』
　
｝
九
八
三
、
王
八
頁
）
な
ど
に
同
触
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑳
仙
台
藩
（
闘
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
三
伊
達
縄
文
書
聖
三
臨
一
二
九
三
号
）
。

　
そ
の
他
、
近
江
国
高
鵡
郡
の
内
に
七
千
石
の
所
領
を
持
っ
て
い
る
小
浜
藩
に
は
、

　
八
月
二
六
日
に
、
「
酒
井
讃
岐
守
殿
江
州
御
知
行
所
御
手
代
衆
」
へ
全
【
三
障
条

　
の
「
覚
」
（
「
酒
井
忠
勝
書
下
」
㎎
小
浜
市
史
　
藩
政
史
料
編
綴
一
＝
○
号
）
が

　
送
ら
れ
た
。
こ
の
触
は
、
百
姓
相
互
扶
助
（
第
二
｛
条
）
と
走
り
百
姓
の
禁
止

　
（
第
一
三
条
）
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
発
給
者
が
小
堀
政
一
の
一
人
で

　
あ
る
こ
と
の
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
は
、
七
月
二
五
日
付
の
法
令
と

　
同
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
周
山
藩
の
「
京
廻
御
法
度
覚
」
（
一
作
史
料
研
究
会

　
『
御
納
戸
大
帳
臨
、
一
九
八
四
、
一
九
暑
）
は
、
七
月
二
五
日
付
の
～
八
・
一
九

　
条
の
ニ
カ
条
が
～
力
芝
に
合
体
さ
せ
て
い
る
が
、
内
容
に
変
わ
り
は
な
く
、
同
令

　
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

⑫
　
　
「
御
当
家
条
令
」
四
五
三
号
・
『
徳
川
禁
令
考
』
二
七
八
苔
万
。

⑬
　
　
『
徳
川
禁
令
考
』
二
七
八
二
号
・
『
寛
保
集
成
』
一
三
〇
八
号
。

⑳
朝
尾
直
弘
『
近
批
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
）
、

　
三
〇
八
・
三
〇
九
頁
。

⑳
　
　
『
京
都
町
触
集
成
』
（
京
都
町
触
研
究
会
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
…
一
九

　
八
五
）
、
瑚
ニ
ー
三
五
山
ハ
号
。

⑱
　
　
魍
御
納
戸
大
洲
嚇
｝
八
号
。
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⑳
　
　
「
藤
田
艶
文
上
半
『
泉
佐
野
市
史
臨
（
柴
田
実
編
、
一
九
五
八
）
、
四
三
号
。

⑳
　
例
え
ば
、
小
浜
藩
で
は
、
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
五
月
一
四
日
付
の
高
札
は
、

　
領
内
の
小
浜
・
高
浜
・
熊
川
・
佐
柿
・
敦
賀
・
高
島
の
六
ヵ
所
に
立
て
る
こ
と
に

　
し
、
な
お
、
六
月
二
九
日
付
の
幕
府
倹
約
令
は
、
郡
奉
行
・
代
官
な
ど
を
通
し
、

　
村
々
へ
伝
達
す
る
こ
と
に
し
た
（
門
酒
井
忠
勝
轡
下
」
『
小
浜
市
史
　
藩
政
史
料
編

　
蕊
二
〇
八
号
）
。

2

寛
文
期
に
お
け
る
倹
約
令
の
全
国
的
施
行

　
大
名
側
が
、
幕
府
の
全
国
令
を
受
容
し
て
独
自
の
倹
約
令
を
整
備
す
る
の

は
、
寛
文
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
理
磁
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
す
る
。

　
寛
永
期
以
後
、
幕
府
の
倹
約
令
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
二
月
江
戸
大

火
の
後
、
頻
繁
に
出
さ
れ
た
。
火
災
直
後
の
工
丹
｝
五
日
、
将
軍
家
綱
は
諸

大
名
・
旗
本
に
対
し
、
今
度
の
火
事
に
よ
り
諸
事
を
軽
く
す
る
こ
と
を
命
じ

①た
。
そ
し
て
、
三
月
に
入
る
と
、
百
姓
と
町
人
に
も
倹
約
令
を
出
し
た
。

　
ま
ず
、
寛
文
八
年
三
月
　
四
日
、
幕
府
は
百
姓
を
対
象
に
、
①
農
業
へ
の

専
心
②
庄
屋
・
惣
百
姓
の
家
作
③
百
姓
・
庄
屋
・
惣
百
姓
の
衣
類
④
食

物
⑤
乗
物
⑥
勧
進
能
・
相
撲
の
見
物
⑦
神
事
な
ど
の
祭
礼
に
関
し
て
倹

　
　
　
　
　
②

約
を
指
示
し
た
。
寛
永
期
の
五
器
と
比
べ
る
と
、
勧
進
能
や
相
撲
、
操
り
な

ど
の
見
物
を
禁
止
す
る
条
目
（
第
六
条
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
百
姓

生
活
に
対
す
る
権
力
側
の
規
制
か
ら
、
当
該
期
に
お
け
る
百
姓
生
活
の
進
展

が
窺
え
る
。
こ
の
法
令
は
評
定
所
に
お
い
て
勘
定
奉
行
で
あ
る
岡
田
善
政
と

松
浦
信
定
の
二
人
が
諸
大
名
の
留
守
居
を
呼
び
寄
せ
、
法
令
を
申
し
渡
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

呼
野
は
も
ち
ろ
ん
大
名
領
に
も
伝
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
三
月
一
五
日
と
二
〇
日
に
は
、
町
人
向
け
の
倹
約
全
が
次
々
と

　
　
　
④

出
さ
れ
た
。
ま
ず
、
｝
五
日
に
は
①
町
人
帯
刀
禁
止
②
家
作
り
・
衣
類
倹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

約
③
金
の
道
具
使
用
禁
止
を
内
容
と
す
る
三
ヵ
条
の
覚
を
発
し
た
。
そ
し

て
、
二
〇
日
に
は
①
町
入
家
作
②
嫁
嬰
③
衣
類
④
振
舞
⑤
金
銀
の
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

箔
無
用
⑥
祭
礼
の
渡
物
⑦
葬
礼
仏
事
の
節
倹
と
と
も
に
堺
町
・
木
挽
町
の

　
　
　
　
　
　
　
⑦

見
せ
物
の
奮
修
禁
止
や
、
新
吉
原
の
家
作
・
嫁
婆
・
振
廻
・
衣
類
な
ど
の
節

　
　
　
　
　
　
⑧

倹
を
命
じ
る
な
ど
、
一
五
磯
と
一
一
〇
日
を
合
わ
せ
て
合
計
四
つ
の
触
が
出
さ

れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
一
五
日
付
の
触
（
『
集
成
一
二
八
九
〇
号
）
と
二
〇

日
付
の
七
ヶ
条
の
法
令
（
隅
集
成
騙
　
一
〇
五
七
号
）
は
、
会
津
藩
の
『
家
世

実
紀
撫
寛
文
八
年
五
月
　
四
目
条
に
よ
る
と
「
ム
ユ
ニ
月
従
公
儀
江
戸
町
人
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

え
、
両
通
之
御
書
付
を
以
御
法
度
被
早
出
候
」
と
し
、
両
通
の
触
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
山
藩
の
興
市
政
提
要
』
に
は
「
寛
文
八
年
申
六
月
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

仰
論
叢
江
戸
御
倹
約
之
繰
出
」
と
記
さ
れ
、
両
通
の
触
が
載
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
点
か
ら
、
両
通
の
触
は
老
中
よ
り
江
戸
町
奉
行
と
遠
国
奉
行
及
び
、

諸
大
名
に
伝
達
さ
れ
、
幕
府
の
直
轄
都
市
と
大
名
領
の
町
方
に
触
と
し
て
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
⑭

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
岡
山
藩
、
鳥
取
藩
、
加
賀
藩
、
福
岡
藩
、

　
　
⑮
　
　
　
　
⑯

仙
台
藩
、
小
浜
藩
な
ど
で
は
幕
令
を
受
け
て
、
独
自
の
倹
約
令
を
発
令
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
寛
文
八
年
の
際
は
、
幕
令
に
諸
大
名
が
敏
感
に
反
応
し
、

独
自
の
倹
約
令
を
整
備
し
た
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
寛
文
期
の
幕
晦
行
政
機
構
の
整
備
に
よ
っ
て
幕
臣
全
般
に
対
す
る
行
政

機
関
の
支
配
・
観
察
が
強
化
さ
れ
、
そ
れ
が
諸
大
名
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
脅
威
・
圧
迫
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
確
か
に
、
寛
文

八
年
は
諸
藩
の
津
留
品
調
査
、
多
量
の
寛
永
通
宝
の
鋳
造
な
ど
、
幕
府
の
軍

国
政
策
が
集
中
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
幕
藩
権
力
全
体
の
中
で
「
大
公
儀
」

と
し
て
江
戸
幕
府
の
位
置
が
一
段
と
上
昇
し
た
時
期
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
幕
藩
体
制
の
民
衆
支
配
が
、
幕
府
と
藩
の
重
層
的
、
二
元

的
支
配
を
特
徴
と
す
る
な
ら
ば
、
寛
文
八
年
掛
際
の
「
倹
約
令
の
全
国
的
施

行
」
と
い
う
現
象
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
幕
府
側
だ
け
で
は
な
く
、
幕

令
を
受
容
し
て
実
行
す
る
藩
側
の
事
情
を
検
討
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
寛
文
八
年
の
際
、
幕
令
を
受
け
て
独
自
の
倹
約

令
を
出
し
た
岡
山
藩
の
例
を
越
し
て
、
当
該
期
の
諸
大
名
が
直
面
し
て
い
た

社
会
・
経
済
的
状
況
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
寛
文
六
年
か
ら
あ
い
つ
い
で
発
生
し
た
大

雨
・
洪
水
に
よ
る
穀
物
の
凶
作
で
あ
る
。
寛
文
六
年
春
か
ら
秋
へ
か
け
、
全

国
各
地
は
洪
水
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
五
月
に
会
津
、
六
月
に
水
戸
、
七
月

に
伊
予
・
土
佐
・
伊
勢
、
八
月
に
は
美
濃
・
尾
張
な
ど
で
洪
水
に
よ
る
大
被

審
が
起
き
た
。
ま
た
、
翌
七
年
に
も
洪
水
が
発
生
し
、
三
河
・
遠
江
な
ど
で

　
　
　
　
　
　
⑱

大
水
害
が
起
き
た
。

　
寛
文
六
年
の
洪
水
害
は
岡
山
藩
で
も
発
生
し
た
。
藩
主
池
田
光
政
は
、
同

年
五
月
一
六
日
に
「
当
年
ハ
麦
悪
、
一
両
年
ハ
秋
ノ
取
実
ス
ク
ナ
ク
候
ヘ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

国
中
く
た
ひ
れ
、
此
上
尊
慮
候
ハ
・
き
・
ん
眼
前
二
藍
候
」
と
、
麦
の
凶
作

に
よ
る
飢
謹
の
恐
れ
を
心
配
し
て
普
請
奉
行
・
代
官
頭
・
郡
奉
行
ら
を
召
し

寄
せ
て
そ
の
様
子
を
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
飢
鮭
は
避
け
ら
れ
な
い
状
態

に
至
る
と
、
急
遽
、
同
年
八
月
五
日
に
京
都
の
商
人
か
ら
銀
を
借
り
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
一
郡
に
三
〇
貫
目
ず
つ
貸
し
付
け
て
百
姓
の
救
済
に
あ
た
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
翌
年
の
寛
文
七
年
に
な
っ
て
も
、
事
情
は
好
転
せ
ず
、
同
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
六
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。

　
　
近
年
世
中
悪
、
去
年
麦
、
当
年
も
麦
悪
候
、
当
暮
二
不
作
候
ハ
・
民

　
　
弥
々
く
た
ひ
れ
二
言
候
、
其
時
救
候
ハ
た
り
に
成
か
ね
徳
論
ん
と
存
候

　
　
問
、
当
麦
成
半
分
霊
界
申
候
、
家
中
ヘ
ハ
、
我
等
よ
り
銀
子
二
て
可
遣

　
　
候
、
器
量
在
々
二
残
置
、
奉
行
見
計
二
救
申
か
、
又
指
す
き
と
取
立
候

　
　
て
半
分
ノ
あ
た
へ
ノ
銀
子
二
て
救
候
か
、
受
認
奉
行
焦
せ
ん
き
仕
胃
申

　
　
候
、

　
す
な
わ
ち
、
一
一
年
続
き
の
不
作
に
よ
っ
て
「
草
臥
」
の
状
況
に
落
ち
た
百

姓
の
救
済
が
不
十
分
な
の
で
、
今
年
の
麦
年
貢
を
半
減
す
る
こ
と
を
命
じ
る

と
と
も
に
、
奉
行
が
見
計
ら
っ
て
か
ら
麦
を
配
分
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

讐
す
き
を
取
立
」
て
て
そ
の
半
分
を
銀
子
に
替
え
て
遣
わ
す
か
の
、
い
ず
れ
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近世前期における「倹約令」の全匡1的展開とその特質（朴）

か
の
対
策
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
洪
水
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
岡
山
藩
は
、
様
々
な
飢
態
対
策
を
実
行
し
て
百
姓
の
救
済
に
努
力
し
、

飢
鰹
を
乗
り
切
る
た
め
の
具
体
策
を
模
索
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
、
領
主
層
を
悩
ま
せ
た
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
農
村

社
会
の
構
造
変
化
に
よ
る
都
市
流
入
人
口
の
増
加
で
あ
っ
た
。
近
世
初
期
の

検
地
に
よ
っ
て
新
に
百
姓
身
分
を
獲
得
し
た
下
層
農
民
は
、
領
主
の
年
貢
・

諸
役
を
負
担
せ
ず
、
飢
饒
や
凶
作
の
際
に
逃
散
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
村

か
ら
逃
亡
し
て
「
走
り
百
姓
」
と
呼
ば
れ
た
逃
散
民
は
、
当
時
の
新
田
開
発

の
盛
行
に
よ
っ
て
他
国
に
移
り
住
ん
で
新
田
を
耕
作
し
た
り
、
鉱
山
や
町
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
普
請
場
な
ど
に
入
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
幽
来
た
。
岡
山
藩
で
は
、
洪

水
に
よ
る
被
害
や
都
市
流
入
人
口
の
増
加
、
農
村
社
会
の
再
編
成
な
ど
の
懸

案
を
協
議
・
処
理
す
る
た
め
、
寛
文
六
年
八
月
｝
六
臼
か
ら
二
八
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
三
日
間
、
役
方
の
重
臣
に
番
方
の
者
を
加
え
た
異
例
の
評
定
を
行
っ
た
。

そ
の
際
の
記
録
に
は
、
承
応
三
年
（
　
六
五
四
）
の
洪
水
以
来
、
「
田
地
モ

無
心
作
リ
可
仕
様
モ
無
之
二
付
、
町
江
罷
出
し
し
た
人
が
増
え
、
町
方
へ
の

流
入
者
は
「
洪
水
以
前
ヨ
リ
ハ
三
千
人
モ
増
」
え
た
と
さ
れ
る
。
寛
文
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
岡
由
町
方
人
口
が
二
万
九
千
人
ぐ
ら
い
に
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
ば
、

「
町
へ
多
く
引
込
」
者
の
比
率
は
、
そ
の
一
割
を
占
め
る
の
が
わ
か
る
。
こ

う
し
た
町
方
へ
の
「
引
込
」
者
は
、
「
さ
る
ふ
り
・
豊
楽
」
と
な
っ
て
「
ロ

ス
キ
扁
を
や
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
①
在
方
で
の
耕
作
人
不
足
、
②
武
家

奉
公
人
の
不
足
、
③
町
方
で
の
物
価
高
な
ど
の
問
題
を
起
こ
し
た
。
な
か
で

も
、
物
価
高
は
「
満
売
物
近
年
高
直
二
御
座
候
、
他
国
モ
左
様
二
御
座
候
ト

相
聞
二
一
と
さ
れ
、
童
戯
藩
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
期
の
領
主
側
が
共
通
的

に
抱
え
て
い
た
都
市
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
藩
側
は

門
引
込
」
人
が
「
ロ
ス
キ
」
の
た
め
に
小
売
り
と
な
っ
て
「
二
所
三
所
ニ
テ

利
ヲ
取
」
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
認
識
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
引
込
」
者
の
流
入
に
よ
る
都
市
人
口
の
増
加
は
、
都
市
社

会
に
思
わ
ぬ
問
題
を
起
こ
す
原
因
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
人
爵
の
増

加
は
、
町
麗
敷
の
不
足
と
借
屋
賃
の
上
昇
を
起
こ
し
、
「
本
銀
之
有
之
者
ハ

売
買
ヨ
リ
家
ヲ
買
宰
取
マ
シ
ニ
テ
候
ト
テ
方
々
坤
高
ク
家
ヲ
買
、
作
事
ヲ
仕
、

借
屋
賃
ヲ
古
ノ
ニ
五
割
モ
～
倍
モ
上
ケ
」
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
の
町
人
が

屋
敷
を
買
収
し
て
そ
れ
を
借
家
に
改
造
し
、
多
額
の
借
屋
収
入
を
得
る
こ
と

が
娼
来
た
の
で
あ
る
。
町
屋
敷
の
改
造
は
「
近
年
之
様
二
町
人
黙
念
ヲ
入
、

方
々
二
作
事
仕
儀
ハ
無
御
座
候
」
と
書
う
ほ
ど
、
盛
行
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
町
方
の
変
化
に
つ
い
て
、
帯
側
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。

　
　
尤
町
人
共
ス
イ
ビ
仕
候
様
二
被
仰
付
義
ハ
有
之
闘
敷
事
占
算
得
共
、
相

　
　
応
二
黒
ヲ
取
り
家
職
二
情
ヲ
出
シ
能
働
其
遠
景
ニ
テ
ロ
ス
キ
ヲ
仕
居
ナ

　
　
カ
ラ
高
利
ヲ
取
早
事
仕
間
敷
候
拝
作
事
又
ハ
衣
類
ナ
ト
モ
軽
ク
可
仕
候
、

　
　
分
蔵
過
候
愚
直
之
力
高
利
ヲ
取
候
者
有
之
候
ハ
々
、
急
度
曲
事
二
可
被

　
　
仰
付
ト
御
町
奉
行
申
付
候
ハ
々
能
事
有
御
座
候
、
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す
な
わ
ち
、
町
人
の
経
済
的
繁
栄
を
押
さ
え
て
衰
微
さ
せ
て
は
い
け
な
い

が
、
家
職
以
外
に
高
利
を
得
る
こ
と
の
禁
止
、
ま
た
、
作
事
や
衣
類
な
ど
を

軽
く
す
る
こ
と
、
分
を
過
ぎ
っ
て
高
利
を
得
る
こ
と
の
禁
止
を
打
ち
出
し
、

都
市
社
会
の
奢
修
や
風
気
に
対
す
る
規
制
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
に
な
る
と
、
日
常
生
活
に
お
い
て
町
人
の
奢
移
が
見
ら
れ
、
近
世
初

頭
に
幅
二
寸
程
度
で
あ
っ
た
帯
は
、
寛
文
末
期
頃
か
ら
次
第
に
幅
広
の
帯
に

　
　
⑮

変
わ
り
、
端
午
節
句
の
飾
物
や
雛
祭
道
具
に
華
麗
な
も
の
を
使
う
な
ど
、
町

人
達
の
影
響
は
、
幕
藩
権
力
が
対
応
す
べ
き
新
た
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

た
。　

そ
し
て
、
そ
の
工
年
三
の
寛
文
八
年
五
月
八
日
、
参
勤
交
代
で
帰
国
し
た

池
田
光
政
は
、
「
火
事
二
付
、
御
直
二
も
け
ん
や
く
の
事
被
仰
付
、
其
以
後

も
度
々
被
仰
出
候
七
二
荘
之
、
就
其
、
上
之
御
心
二
叶
候
単
二
と
存
候
間
、

法
仕
改
事
可
誤
審
、
左
様
二
心
得
可
申
由
申
聞
候
事
」
と
し
、
幕
府
か
ら
の

指
示
に
従
い
、
領
内
へ
倹
約
令
を
実
施
す
る
考
え
を
家
臣
達
へ
伝
え
た
。
そ

し
て
、
六
月
｝
日
に
は
、
「
家
中
」
門
在
々
」
「
町
中
」
「
村
代
官
・
忍
之
者
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

御
歩
・
船
頭
・
御
鷹
匠
・
御
包
丁
人
中
」
を
対
象
に
し
、
そ
の
衣
食
住
の
奢

修
を
細
か
く
制
限
す
る
倹
約
令
を
出
し
た
。
次
の
史
料
は
、
そ
の
中
で
「
町

中
」
に
つ
い
て
幽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
覚
　
　
町
中

　
　
～
、
今
度
従
公
儀
被
仰
出
条
々
堅
魚
戦
守
之
事

～、

}
持
人
之
町
人
、
只
今
迄
染
指
嚢
網
者
之
外
可
為
無
用
、
申
脇
指

　
さ
や
の
上
壱
尺
五
寸
よ
り
上
可
為
停
止
事

一
、
家
作
可
成
程
軽
可
仕
候
、
柱
・
天
井
板
轡
型
杉
・
上
之
ふ
し
な
し

　
当
為
停
止
、
付
床
・
か
ま
ち
、
立
具
之
ふ
ち
・
さ
ん
共
二
う
る
し

　
ぬ
り
勿
論
張
付
思
為
無
用
、
作
事
翠
黛
節
目
目
代
相
談
仕
、
其
上

　
　
二
而
町
奉
行
へ
相
断
、
可
墨
差
図
二
事

一
、
着
類
、
大
年
寄
た
り
共
、
男
女
共
も
め
ん
・
紬
・
ひ
の
よ
り
上
不

　
可
着
之
、
至
末
々
ハ
木
綿
可
着
之
、
但
老
人
ハ
持
参
候
ひ
の
・
紬

　
に
て
も
可
免
之
、
若
キ
者
ハ
縦
身
持
候
者
之
子
た
り
共
、
木
綿
可

　
着
之
、
持
懸
た
り
共
法
度
之
着
物
上
ニ
ハ
不
可
着
之
、
尤
き
る

　
物
・
帷
子
共
二
ぬ
い
か
の
こ
・
は
く
入
、
其
外
高
直
之
染
色
可
為

　
停
止
之
、
帷
子
ハ
く
・
し
、
紺
屋
染
た
る
へ
し
、
少
つ
・
の
へ
に

　
入
ハ
不
蕾
、
持
懸
之
帷
子
、
当
年
来
年
ハ
可
免
余
事

、
末
々
之
町
人
、
対
之
上
下
可
為
無
用
、
舛
め
し
つ
か
い
候
う
り
子

　
毒
物
肩
衣
不
可
着
剣
、
ゑ
り
・
袖
・
上
帯
・
下
帯
共
二
絹
布
之
類

　
可
為
停
止
事

、
め
し
つ
か
い
候
下
女
、
着
類
地
ぬ
の
も
め
ん
た
る
へ
し
、
型
持
懸

一　
　
の
か
た
ひ
ら
・
帯
、
当
年
中
ハ
可
免
指
事

、
諸
職
人
、
何
方
よ
り
読
候
共
、
梨
地
・
金
か
な
具
・
惣
蒔
絵
・
惣

一　
金
之
粉
た
ミ
、
拝
刀
脇
指
之
外
、
惣
付
金
之
道
具
仕
ま
し
く
候
事
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～
、
衣
類
売
買
之
商
人
、
女
着
物
う
ハ
き
代
、
百
目
よ
り
上
之
表
付
、

　
帷
子
ハ
代
壱
枚
よ
り
上
買
置
、
う
り
申
ま
し
く
候
、
勿
論
ぬ
い
は

　
く
・
か
の
こ
入
、
其
外
高
直
之
染
物
売
買
仕
ま
し
く
盛
事

一、

j
言
之
節
、
分
限
よ
り
か
ろ
く
仕
、
其
上
二
而
手
寄
之
大
年
寄
、

　
覚
ハ
町
之
目
代
見
届
、
分
二
藍
候
道
具
ハ
減
可
申
候
、
井
祝
儀
虫
取

　
か
ハ
し
、
親
子
・
兜
弟
・
鄭
舅
之
外
可
為
無
用
、
付
年
頭
・
歳

　
暮
・
五
節
句
・
土
産
・
銭
別
等
二
至
迄
、
親
子
之
外
車
二
可
為
継

　
無
事

一
、
振
廻
一
汁
二
菜
、
酒
鼠
返
、
菓
子
～
端
た
る
へ
し
、
も
り
合
後
段

　
停
止
之
、
惣
而
汁
或
ハ
煮
物
等
、
色
々
入
ま
せ
候
事
可
為
無
用
、

　
縦
令
魚
一
種
二
精
進
物
ヲ
入
又
ハ
鳥
一
式
二
精
進
物
加
候
遍
照
不

　
苦
、
付
こ
い
ち
ゃ
無
用
之
事

～
、
女
正
月
皇
継
相
た
る
へ
し
、
但
親
子
・
兄
弟
・
知
耳
舅
之
問
ハ
不
苦
、

　
何
に
て
も
持
参
ハ
可
為
無
用
事

一
、
諸
商
人
共
二
家
中
法
度
之
結
構
な
る
物
、
或
ハ
数
奇
道
具
＃
無
用

　
之
器
物
等
、
他
所
よ
り
買
取
売
申
ま
し
く
固
事

一、

r
祭
野
曝
、
分
限
二
過
お
も
く
執
行
候
者
候
ヘ
ハ
、
其
二
お
と
ら

　
　
ぬ
や
う
に
と
心
得
候
者
も
在
之
由
候
、
喪
祭
ハ
心
之
実
ヲ
尽
処
な

　
　
る
に
、
還
而
外
聞
ヲ
第
一
と
存
候
様
二
成
行
候
ヘ
ハ
、
非
本
意
候

　
問
可
応
分
手
事

　
　
　
　
右
条
々
急
度
可
稲
守
之
、
若
違
背
之
輩
於
在
遺
贈
可
為
曲
事
者
也

　
　
　
　
　
　
申
ノ
六
月
朔
日

　
右
の
触
は
、
同
年
三
月
一
五
日
と
二
〇
日
付
の
三
輪
と
と
も
に
、
藩
主
の

池
田
光
政
が
自
ら
作
成
し
、
町
奉
行
と
惣
年
寄
を
通
し
て
問
山
城
下
に
出
し

　
　
　
　
　
⑳

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
年
前
の
「
大
寄
合
」
で
の
問
題
と
な
っ
て

い
る
町
入
の
前
轍
や
華
麗
を
、
幕
令
よ
り
も
、
更
に
細
か
く
分
類
し
て
制
限

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
こ
こ
で
は
、
岡
山
藩
の
例
を
通
し
、
寛
文
八
年
を
前
後
に
し
て
各

藩
が
処
し
て
い
る
社
会
・
経
済
的
状
況
を
検
討
し
た
上
で
、
幕
令
に
基
づ
い

て
領
内
の
倹
約
令
を
整
備
す
る
過
程
を
調
べ
た
。
岡
山
藩
の
例
で
言
え
ば
、

寛
文
八
年
の
江
戸
の
大
火
災
の
際
、
発
令
さ
れ
た
幕
府
の
倹
約
令
に
対
し
、

大
名
側
が
速
や
か
に
反
応
し
、
領
内
の
倹
約
体
制
を
整
え
た
の
は
、
飢
饒
の

発
生
や
都
衛
流
入
民
の
増
加
な
ど
に
よ
る
農
村
と
都
市
社
会
の
変
化
に
直
面

し
、
そ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
大
名
側
の
必
要
性
に
よ
る
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

①
噸
徳
禍
実
紀
撫
寛
文
八
年
二
月
一
五
日
条
。
寛
文
八
年
の
幕
府
倹
約
令
の
発
令

　
経
過
に
つ
い
て
は
、
辻
達
也
の
研
究
「
［
下
馬
将
軍
］
政
治
の
性
格
」
（
『
横
浜
市

　
立
大
学
論
叢
一
三
〇
二
二
・
二
合
井
戸
、
一
九
七
九
）
が
あ
る
。

②
『
幕
府
日
記
』
寛
文
八
年
三
月
～
四
日
条
。

③
辻
達
也
の
研
究
（
注
①
の
辻
論
文
）
に
よ
れ
ば
、
熊
本
、
中
津
、
長
州
、
広
島

　
（
三
次
藩
）
、
津
、
秋
田
藩
で
は
、
幕
令
を
そ
の
ま
ま
領
内
へ
伝
達
し
た
。
そ
の
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＠＠o＠＠＠ 他
に
、
徳
島
（
凹
阿
波
藩
民
政
史
料
輪
　
」
九
一
六
、
九
｝
五
・
九
一
六
頁
）
、
米
沢

（
米
沢
温
故
会
『
上
杉
家
御
年
譜
　
六
蝕
～
九
七
六
、
寛
文
八
年
四
月
六
購
条
）
、

尾
崎
（
噸
兵
庫
県
史
　
史
料
編
　
近
世
一
轟
　
一
九
九
〇
、
　
七
頁
）
、
膳
所
（
『
草

津
市
史
　
第
二
巻
轍
　
一
九
八
四
、
一
五
八
頁
）
な
ど
も
、
幕
令
を
そ
の
ま
ま
伝
達

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
二
巻
、

⑩　
等
刊
行
会
、

⑪　
同
日
付
の

　
の
⑫　
二
五
暑
、

⑬　
六
甑

⑭⑮　
九
頁
。

⑯
『
小
浜
市
史
藩
政
史
料
編
二
二
八
二
・
八
三
号
。

⑰
辻
達
也
、
爺
掲
論
文
、
四
九
・
五
〇
頁
。

⑱
　
　
『
徳
川
実
紀
隔
第
四
篇
、
寛
文
六
・
七
年
の
巻
。

隅
幕
府
日
記
臨
寛
文
八
年
王
月
一
五
日
・
二
〇
日
報
。

『
御
触
書
寛
保
集
成
』
二
八
九
〇
号
。
以
下
、
噸
集
成
㎞
に
略
す
。

『
集
成
隔
　
一
〇
五
七
号
。

『
集
成
隔
二
六
九
五
山
膚
。

『
集
成
臨
一
一
六
九
六
号
。

『
家
世
実
紀
』
（
家
世
実
紀
刊
本
編
纂
委
員
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
）

　
　
　
三
七
九
！
三
八
○
頁
。

「
二
上
倹
約
女
衣
類
法
度
認
証
」
『
市
政
提
要
　
上
戸
（
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫

　
　
　
　
福
武
書
店
、
　
九
七
凶
）
、
一
号
。

寛
文
八
年
六
月
一
日
付
の
「
家
中
へ
申
覚
」
（
㎎
御
納
戸
大
取
臨
　
～
八
一
号
）
、

　
　
　
「
在
々
」
（
一
八
三
暑
）
、
同
日
付
の
「
町
中
」
（
一
八
四
号
）
、
同
闘
付

門
村
代
官
・
忍
之
者
・
御
歩
・
船
頭
・
御
鷹
匠
・
御
包
丁
入
中
」
（
｝
八
五
号
）
。

欄
藩
法
集
二
　
鳥
取
藩
臨
「
御
家
中
法
度
」
五
七
・
五
八
号
、
「
町
方
御
法
度
」

　
　
　
「
轟
仕
方
御
法
度
」
⊥
ハ
九
口
万
。

『
加
賀
藩
史
料
　
第
四
疎
隔
寛
文
八
年
七
月
六
日
条
、
『
金
沢
市
史
　
資
料
編

　
（
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
）
三
〇
一
・
三
〇
二
頁
。

「
福
岡
藩
主
記
録
」
『
福
岡
県
史
料
　
四
隔
。

『
宮
城
県
史
二
　
近
世
史
本
篇
二
隔
（
復
刻
版
、
一
九
八
七
）
二
七
七
一
二
七

⑲
糊
池
田
光
政
日
記
偏
五
六
四
頁
。

⑳
欄
池
田
光
政
日
記
臨
五
六
九
頁
。

⑳
　
　
噸
池
田
光
政
目
記
口
上
七
九
・
五
八
○
頁
。

⑫
　
深
谷
克
己
『
大
系
日
本
の
歴
史
　
第
九
巻
一
士
農
工
商
の
世
一
隔
（
小
学
館
、

　
一
九
八
八
）
。

⑬
平
常
の
評
定
と
比
し
て
、
期
間
や
参
加
人
数
が
多
か
っ
た
の
で
「
大
寄
合
」
と

　
称
さ
れ
る
評
定
の
経
過
と
結
果
を
記
録
し
た
「
先
年
大
よ
り
合
ノ
時
書
付
」
、
「
大

　
寄
合
之
覚
書
」
に
は
、
岡
山
藩
の
処
す
る
社
会
・
経
済
状
況
に
関
す
る
幕
臣
達
の

　
様
々
な
意
見
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
の
藩
政
の
一
端
を
探
る
う
え
で
の
好
史

　
料
で
あ
る
（
「
大
寄
合
之
覚
書
」
隅
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
困
家
文
庫
藩
政

　
史
料
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
臨
E
3
…
2
3
＊
T
E
C
1
0
0
3
0
0
）
。
こ
の
史
料

　
の
意
義
と
価
値
に
つ
い
て
は
、
田
中
誠
二
の
「
寛
文
期
の
岡
山
藩
政
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
二
〇
二
）
で
若
干
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
史
料
を
用
い
る
か
ぎ

　
り
、
注
記
し
な
い
。

⑳
　
　
『
岡
康
布
巾
人
』
　
（
岡
山
市
編
纂
、
【
九
二
〇
）
、
　
閲
瓢
ハ
肩
衝
パ
。

⑳
　
遠
藤
武
「
近
世
女
帯
の
変
遷
」
（
『
講
座
日
本
風
俗
史
』
三
、
一
九
五
五
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑪
。

⑳
　
こ
の
法
令
は
、
『
市
政
提
要
　
上
』
に
も
同
文
が
載
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

　
門
従
殿
様
御
書
出
漏
と
し
、
池
田
光
政
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

　
い
る
（
「
二
上
倹
約
女
衣
類
法
度
望
事
」
噸
市
政
提
要
　
上
州
三
号
）
。

3

大
名
領
に
お
け
る
倹
約
令
の
実
施

　
こ
こ
で
は
、
大
名
領
に
お
け
る
幕
府
法
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
幕

府
の
倹
約
令
は
藩
の
利
害
や
領
内
の
慣
行
に
低
触
す
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、

次
の
史
料
は
、
そ
の
際
の
患
側
の
反
応
を
示
し
て
い
る
。
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【
幕
階
】

一
、
此
以
前
よ
り
被
仰
繊
候
御
制
法
之
逓
、
在
々
所
々
之
難
、
奢
た

　
る
儀
不
仕
、
農
業
専
に
い
た
し
、
進
退
持
漁
る
様
に
常
々
心
掛
、

　
諸
事
無
油
断
励
可
申
事
　
（
第
一
条
）

　
酉
姓
之
衣
類
、
従
前
々
如
御
法
度
、
庄
屋
ハ
妻
子
共
二
絹
紬
布
木

　
綿
、
脇
百
姓
は
布
木
綿
之
外
不
可
着
之
、
ゑ
り
帯
等
に
も
絹
紬
不

　
可
致
之
、
庄
屋
、
惣
百
姓
男
女
共
に
、
衣
類
紫
紅
に
染
へ
か
ら
す
、

　
此
外
ハ
侮
色
に
成
と
も
、
形
な
し
に
染
可
申
事
　
（
第
三
条
）

、
百
姓
之
食
物
、
常
々
雑
穀
を
用
へ
し
、
撮
み
た
り
に
不
食
様
に
可

～　
仕
事
　
（
第
四
条
）

｝
、
神
事
祭
礼
或
葬
礼
年
忌
之
佛
事
、
或
婚
礼
諸
事
之
祝
儀
等
に
至
迄
、

　
百
姓
不
似
合
結
梅
鉢
戯
書
事
　
（
第
七
条
）

門
小
浜
藩
】

　
覚、
今
度
従
公
儀
百
姓
身
持
之
儀
被
仰
出
候
事
候
間
、
御
領
西
之
郷
村

一　
百
姓
共
面
々
二
身
持
を
能
仕
、
少
も
費
無
之
様
二
致
細
編
、
餅
酒

　
な
と
も
猴
に
給
不
申
、
勿
論
よ
め
取
む
ご
票
田
之
祝
儀
随
分
軽
仕
、

　
萬
事
二
心
を
付
、
成
程
致
倹
約
候
様
二
可
被
曝
渡
之
事

、
従
公
儀
被
仰
出
候
御
書
事
事
内
、
百
姓
衣
類
二
品
、
庄
屋
者
妻
子

一　
共
絹
紬
迄
ハ
不
仁
興
趣
二
候
へ
共
、
公
儀
御
領
と
癖
地
百
姓
と
ハ

違
た
る
事
二
候
問
、
脇
百
姓
ハ
木
綿
麻
之
外
不
可
着
癖
、
但
庄
屋

込
潮
於
其
所
故
在
之
駒
之
儀
ハ
、
紬
迄
ハ
依
拠
葡
吟
味
之
上
可
被

　
　
　
　
免
之
、
絹
之
類
ハ
～
圓
無
用
之
事

　
　
一
、
百
姓
共
名
替
之
刻
為
祝
儀
村
中
振
舞
之
儀
ハ
不
語
及
、
酒
斗
も
出

　
　
　
　
し
申
聞
敷
候
、
勿
論
心
次
第
二
名
を
替
鞘
叢
雲
被
申
付
盛
事

　
　
　
　
寛
文
八
年

　
　
　
　
　
申
ノ
四
月
二
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
右
の
史
料
は
寛
文
八
年
三
月
一
四
日
に
発
令
し
た
幕
府
令
を
受
け
、
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

四
月
一
一
八
日
に
小
浜
藩
が
領
内
に
触
と
し
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
幕
令
と
の
比
較
の
た
め
、
幕
令
の
第
一
・
三
・
四
・
七
条
と
藩
令
の
全

文
を
載
せ
た
。

　
ま
ず
、
衣
類
に
つ
い
て
見
る
と
、
幕
府
は
庄
屋
と
そ
の
妻
子
に
絹
・
紬
ま

で
の
着
用
を
認
め
た
の
（
第
三
条
）
に
対
し
、
小
浜
藩
は
絹
を
一
切
認
め
ず
、

紬
ま
で
の
着
用
を
許
容
し
た
。
そ
し
て
、
酒
に
つ
い
て
も
、
幕
府
は
何
も
触

れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
小
浜
藩
の
藩
令
で
は
飲
酒
を
禁
止
し
た
。
幕

令
の
領
内
公
布
に
当
た
っ
て
、
「
公
儀
御
領
と
當
地
百
姓
と
ハ
違
た
る
事
」
、

則
「
御
領
」
と
「
当
地
」
に
お
け
る
百
姓
支
配
の
慣
行
が
違
う
こ
と
を
前
提

に
、
小
浜
藩
で
は
「
公
儀
」
か
ら
の
指
示
よ
り
藩
側
の
利
害
を
優
先
す
る
姿

勢
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
幕
令
と
と
も
に
藩
令
を
出
し
た
の
は
、
幕
府
法

と
藩
法
の
違
い
に
よ
る
領
民
の
混
乱
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
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れ
る
。

　
ま
た
、
加
賀
藩
で
は
、
天
和
三
年
（
皿
六
八
三
）
二
月
、
幕
府
か
ら
の
倹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

約
令
を
領
内
に
公
布
す
る
際
、
金
二
条
の
藩
令
を
添
え
て
発
令
し
た
。
幕
令

で
は
「
百
姓
町
入
之
衣
服
、
絹
紬
木
綿
麻
ぬ
の
以
此
内
、
応
分
限
、
妻
子
共

二
可
為
着
用
之
事
」
と
い
い
、
百
姓
と
町
人
の
衣
服
に
つ
い
て
絹
・
紬
・
木

綿
・
麻
・
布
の
着
用
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
加
賀
藩
の
藩
令
で
は
＝
、

御
領
分
百
姓
衣
類
は
、
従
前
々
被
定
置
通
、
木
綿
布
之
外
着
用
全
問
敷
、
但

十
村
並
御
扶
持
入
之
儀
は
、
南
女
共
紬
御
免
許
之
事
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
以
前
か
ら
の
藩
法
に
し
た
が
っ
て
、
領
内
百
姓
の
木
綿
・
布
以
外
の
衣

類
着
用
を
禁
止
し
、
十
村
と
扶
持
人
の
衣
服
は
紬
ま
で
を
許
す
こ
と
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
幕
令
の
規
制
が
藩
令
よ
り
軽
い
場
合
、

大
名
側
は
、
幕
法
よ
り
藩
法
を
優
先
し
て
、
従
来
の
規
制
を
遵
守
す
る
よ
う

に
捲
示
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
次
の
史
料
は
天
和
三
年
正
月
の
女
子
衣
類
禁
制
品
に
関
す
る
幕
令
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
を
受
け
て
同
年
五
月
に
岡
山
藩
か
ら
、
そ
し
て
、
八
月
に
尾
張
藩
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
た
藩
令
の
一
部
で
あ
る
。

　
【
幕
令
】

　
　
　
　
覚

　
　
一
、
金
紗
　
　
　
一
、
縫
　
　
　
｝
、
惣
鹿
子

　
　
　
　
綿
製
品
、
向
後
女
之
衣
類
に
製
禁
之
、
惣
て
珍
客
織
物
染
物
新
規

　
　
に
仕
出
候
事
・
無
用
た
る
へ
し
、
小
袖
之
表
壱
端
二
付
て
、
弐
百
目

　
　
よ
り
高
直
に
売
買
仕
ま
し
き
也

　
　
　
正
月

門
岡
山
脚
令
】

　
　
右
之
通
今
朝
御
老
中
渇
仰
候

　
～
、
弐
百
目
よ
り
高
直
成
お
も
て
売
買
仕
ま
し
く
と
の
儀
、
江
戸
二
て

　
　
之
御
法
二
条
、
聞
ま
と
い
可
有
之
候
、
御
国
二
て
ハ
購
い
か
ほ
と

　
　
下
直
成
お
も
て
こ
て
も
、
金
紗
ぬ
い
か
の
こ
全
図
お
も
て
売
申
間

　
　
敷
候
（
後
略
）

【
尾
上
藩
令
】

　
　
覚

　
　
、
女
衣
類
、
去
比
於
江
戸
被
蓋
出
御
書
付
之
趣
、
最
前
相
恩
候
小
袖

　
　
　
表
壱
つ
二
付
弐
百
五
拾
匁
6
高
直
商
売
語
間
敷
由
、
呉
服
所
拝
縫

　
　
　
燈
へ
被
仰
出
候
、
尤
金
紗
不
苦
事
由
、
然
共
町
人
百
姓
等
之
儀
、

　
　
　
　
下
人
ハ
不
及
申
、
主
人
妻
子
等
之
儀
、
先
年
被
悪
留
候
通
、
絹
紬

　
　
　
布
木
綿
之
外
着
用
不
仕
筈
二
候
、
然
共
一
々
縫
金
紗
謝
儀
者
不
及

　
　
　
　
沙
汰
候
、
末
々
に
て
は
心
得
違
も
可
有
之
、
急
度
此
旨
可
相
守
候

　
　
　
　
也
（
後
略
）

幕
府
は
天
和
三
年
正
月
、
女
性
の
衣
類
に
金
紗
・
縫
い
・
惣
鹿
子
を
用
い

る
こ
と
を
禁
じ
、
小
袖
　
端
の
最
高
価
格
を
銀
二
〇
〇
匁
に
鋼
筆
す
る
こ
と
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近世前期における「倹約令」の全国的展開とその特質（朴）

を
、
江
芦
や
京
都
な
ど
の
幕
府
直
轄
都
市
と
諸
大
名
債
に
触
れ
出
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
登
山
藩
は
、
既
に
寛
文
八
年
に
幕
令
を
受
け
て
独
自
の
倹
約
令
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

出
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
銀
二
〇
〇
匁
ま
で
を
許
容
す
る
幕
令
を
「
江

戸
着
て
之
御
法
二
候
」
と
し
た
上
で
、
領
民
の
「
聞
ま
と
い
」
を
心
配
し
た

の
で
、
右
の
触
を
出
し
て
「
若
合
点
不
参
儀
有
之
惜
歳
・
、
此
方
え
相
尋
可

被
申
候
」
と
し
、
幕
府
法
と
藩
法
の
違
い
に
よ
る
領
民
の
混
乱
を
防
ご
う
と

し
て
い
る
。
一
方
、
尾
張
藩
は
、
幕
令
の
条
項
を
や
や
変
更
し
て
、
縫
・
金

紗
の
使
用
は
禁
止
し
た
も
の
の
、
小
袖
一
端
の
最
高
価
格
を
二
五
〇
匁
ま
で

と
し
着
用
を
認
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
全
国
令
と
し
て
諸
大
名
に
渡
さ
れ
、
大
名
領
内
の
百
姓
と

町
人
に
触
れ
出
さ
れ
た
幕
府
の
金
国
令
は
、
し
ば
し
ば
、
大
名
領
内
の
事
情

に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
、
適
用
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
特
に
、
独

自
の
藩
法
を
整
備
し
て
施
行
す
る
外
様
大
名
領
に
お
い
て
は
、
幕
令
と
藩
令

に
違
い
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
ま
ま
幕
令
を
遵
守
す
る
よ
り
、
大
名
領
内

の
慣
例
や
先
例
を
優
先
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
名
が
領
内
で
倹
約
令
を
出
す
場
合
、
幕
令
を
根
拠
に
し
て

藩
の
倹
約
政
策
を
一
層
強
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
元
禄
二
年

一
月
一
七
日
、
岡
山
藩
は
女
性
の
衣
類
に
つ
い
て
の
取
締
を
強
化
す
る
際
、

　
　
　
　
　
　
⑧

次
の
触
を
出
し
た
。

　
　
女
衣
類
等
之
儀
、
先
年
懸
盤
出
候
御
法
度
之
趣
相
背
者
有
之
、
頃
日
於

　
　
江
戸
二
御
奉
行
所
よ
り
御
改
有
之
由
二
叢
誌
、
銘
々
召
仕
之
者
共
へ
御

　
　
法
度
之
通
弥
相
談
貴
様
二
堅
く
可
被
申
付
候
、
若
相
背
面
於
有
之
声
付

　
　
届
被
申
候
置
旧
と
御
横
目
中
申
渡
候

　
　
右
之
御
書
付
、
猪
右
衛
門
殿
御
渡
聚
成
候
、
町
中
右
之
趣
野
相
守
候
様

　
　
二
可
被
申
渡
候
、
以
上

　
　
　
　
　
壬
正
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
村
田
小
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
年
寄
四
人

　
元
禄
一
年
一
二
月
二
九
日
、
江
戸
町
奉
行
所
は
町
中
に
お
い
て
幕
令
で
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

じ
た
衣
類
を
着
る
町
人
を
見
付
け
る
次
第
、
逮
捕
す
る
よ
う
触
を
出
し
た
。

そ
し
て
、
江
戸
町
奉
行
所
の
措
置
を
根
拠
に
、
衣
類
節
倹
の
法
度
を
堅
く
遵

守
す
る
こ
と
、
そ
の
際
、
違
反
者
を
届
け
出
る
こ
と
を
指
示
し
、
領
内
の
倹

約
政
策
を
一
層
強
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
取
藩
（
池
田
家
）
で
は
、

寛
文
八
年
三
月
、
幕
府
か
ら
百
姓
・
町
人
倹
約
を
指
示
す
る
全
国
令
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
を
期
に
、
同
年
六
月
一
　
日
、
家
中
諸
士
に
対
し
て
も
倹
約
令

　
　
　
⑳

を
出
し
た
。
そ
の
末
尾
に
は
、
「
此
度
申
出
制
法
、
当
風
公
方
様
御
直
二
被

仰
付
、
上
意
を
本
と
し
て
申
出
候
間
、
左
様
二
可
相
心
得
候
扁
と
あ
り
、
こ

の
倹
約
令
が
将
軍
の
上
意
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
以
上
、
近
世
前
期
の
幕
府
倹
約
令
を
、
大
名
側
が
如
何
に
受
け
取
っ
た
か

を
検
討
し
た
。
幕
府
の
倹
約
令
は
、
大
名
の
領
国
支
配
権
と
い
う
側
面
に
お

い
て
は
、
領
民
の
生
活
規
制
に
対
す
る
幕
府
か
ら
の
干
渉
を
意
味
し
た
。
し
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た
が
っ
て
、
幕
府
の
全
国
令
は
、
大
名
領
内
の
事
情
に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
、

触
れ
出
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
藩
は
領
内
の

倹
約
政
策
を
強
化
す
る
た
め
、
幕
府
の
倹
約
令
を
そ
の
根
拠
に
用
い
る
な
ど
、

諸
藩
の
内
部
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
受
け
方
に
色
々
の
変
形
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

①
　
　
魍
御
胃
当
家
条
A
羽
』
二
八
六
聞
写
。

②
『
小
浜
市
史
藩
政
史
料
編
二
輪
（
小
浜
市
、
一
九
九
〇
）
、
八
二
号
。

③
『
舳
賀
藩
史
料
第
四
巻
謡
。
天
和
三
年
二
月
の
倹
約
令
は
、
会
津
藩
の
『
家

　
世
実
紀
幅
天
和
…
二
年
正
月
十
九
日
条
の
前
文
に
は
「
今
日
獅
老
中
大
久
保
加
賀
守

　
様
御
渡
自
筆
候
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
末
端
に
は
「
則
一
統
急
度
相
守
候
様
被
仰

　
渡
之
」
と
し
、
こ
れ
が
老
中
か
ら
の
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
コ
統
」
即
ち
、

　
御
領
・
私
領
を
含
む
日
本
全
国
を
対
象
に
す
る
法
令
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

　
の
触
は
岡
山
藩
（
噸
市
政
提
要
　
上
』
七
号
）
、
尾
張
藩
（
『
一
宮
市
史
　
資
料
編

　
七
』
＝
二
号
）
、
盛
岡
藩
（
『
藩
法
集
九
　
盛
岡
藩
馬
引
創
文
社
、
一
九
七
八
、
八

　
二
王
号
）
、
亀
山
藩
（
「
重
常
公
御
代
二
目
法
度
」
噸
藩
法
集
一
…
一
続
諸
藩
一
五

　
二
号
）
、
田
原
藩
（
剛
田
原
藩
日
記
臨
天
和
三
年
二
月
二
三
日
の
条
）
等
で
領
内
発

　
令
の
記
録
が
得
ら
れ
る
の
で
、
全
国
令
と
し
て
諸
藩
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

　
さ
れ
る
。

④
『
御
触
書
寛
保
集
成
甑
二
〇
五
二
号
。

⑤
噸
市
政
提
要
上
偏
九
号
。

⑥
蟹
宮
市
史
資
料
編
七
』
一
四
号
。

⑦
「
衣
類
売
買
之
商
人
、
女
着
物
上
着
代
百
闘
よ
り
上
之
表
、
帷
子
配
点
四
拾
三

　
匁
よ
り
う
へ
買
置
候
て
売
申
ま
し
き
候
、
勿
論
縫
は
く
か
の
こ
入
其
外
高
直
之
染

　
物
売
買
仕
問
敷
事
偏
と
し
、
縫
・
は
く
・
鹿
子
な
ど
を
入
れ
る
衣
類
の
売
買
を
禁

　
止
し
、
女
子
上
着
と
維
子
の
値
段
を
そ
れ
ぞ
れ
銀
一
〇
〇
匁
と
四
三
匁
以
下
の
も

　
の
に
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
（
「
二
上
倹
約
女
衣
類
法
度
之
菓
」
噸
市
政
提
要

　
上
輪
三
三
）
。

⑧
コ
王
倹
約
女
衣
類
法
度
之
事
」
『
市
政
提
要
上
』
一
四
号
。

⑨
『
江
戸
町
触
集
成
愈
（
近
世
史
料
研
究
会
編
、
塙
書
房
、
一
九
九
四
1
）
二
i

　
二
山
ハ
五
八
口
万
。

⑩
　
　
「
御
家
中
御
法
度
」
『
藩
法
集
二
　
鳥
取
藩
㎞
五
八
号
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
は
、
近
世
前
期
倹
約
令
の
全
国
的
な
施
行
に
つ
い
て
、
従
来
あ
ま
り

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
大
名
領
に
お
け
る
幕
令
の
伝
達
と
実
施
を

検
討
し
た
。
ま
ず
、
近
世
前
期
の
幕
府
倹
約
令
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　
幕
府
倹
約
令
は
、
寛
永
大
衡
篠
の
際
、
飢
謹
対
策
の
～
環
と
し
て
発
令
さ

れ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
該
期
の
関
東
と
上
方
の
社
会
・
経
済
格
差
を
勘
案
し
、

上
方
方
面
は
京
都
所
司
代
を
は
じ
め
と
す
る
「
八
人
衆
」
に
よ
っ
て
独
自
の

倹
約
令
を
発
令
す
る
な
ど
、
現
地
の
事
情
に
合
わ
せ
て
倹
約
政
策
を
実
行
し

よ
う
と
す
る
幕
府
側
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
期
、
幕
府
の

全
国
令
を
受
容
し
、
独
自
の
倹
約
令
を
発
令
す
る
大
名
の
例
は
、
あ
ま
り
確

認
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
全
国
令
と
し
て
の
幕
無
が
大
名
側
に
伝

達
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
幕
府
領
に
比
し
て
生
産
力
が
低
い
地
域
に
位
置
す

る
大
名
領
内
の
百
姓
や
町
入
の
日
常
生
活
が
倹
約
を
加
え
る
レ
ベ
ル
ま
で
達
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近世前期におけるF倹約令」の全国的展開とその特質（朴）

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
　
方
、
寛
文
期
に
な
る
と
、
諸
大
名
は
、
幕
府
倹
約
令
に
速
や
か
に
対
応

し
、
領
内
の
倹
約
令
を
整
備
す
る
。
そ
れ
は
、
災
害
や
凶
作
に
よ
っ
て
領
主

の
年
貢
・
諸
役
を
負
担
串
来
な
い
小
農
民
が
、
都
市
へ
流
入
し
、
そ
の
結
果
、

都
市
人
口
の
増
加
や
物
価
の
上
昇
、
上
穏
町
人
の
奢
修
な
ど
の
問
題
が
発
生

す
る
な
ど
、
幕
藩
権
力
は
、
農
村
・
都
市
社
会
の
変
化
に
直
面
し
、
そ
れ
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
幕
府
の
倹
約
令
は
、
被
支
配
者
で
あ
る
百
姓
と
町
人
の
薫
修
を
抑
え
る
と

い
う
領
主
階
級
の
共
通
の
利
害
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
大
名

か
ら
す
れ
ば
、
直
領
の
民
衆
の
生
活
に
　
対
す
る
幕
府
か
ら
の
干
渉
を
意
味
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
幕
府
の
全
国
令
は
、
し
ば
し
ば
、
大
名
領
内
の
事

情
に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
、
触
れ
出
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
近
世
中
期
に
な
る
と
、
幕
令
で
は
確
認
さ
れ
な
い
、
休
日
の
制
隈
を
実

　
　
　
　
①

施
す
る
な
ど
、
大
名
領
内
の
倹
約
令
は
、
領
民
支
配
の
必
要
性
や
領
内
の
慣

習
な
ど
に
応
じ
、
独
自
の
展
開
を
見
せ
て
ゆ
く
。

　
①
　
　
噸
新
編
一
宮
市
史
　
資
料
編
七
輪
五
三
一
号
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）
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approval，　such　as　oath－takng，　creating　consensus　at　gatherings　aRd　putting　seals

on　the　charters．　The　Chronicle　of　Battle　Abbey　demonstrates　a　confidence　in

charters　that　dffers　from　our　own．　This　was　the　faith　of　an　age　in　which　written

documents　were　increasingly　being　prodttced　and　in　which　reliance　en　written

words　was　only　gradually　being　formed．

The　Process　of　Formulation　of　the　Shongunate’s　Sumptuary　Laws　in

　　　　　　　　　　The　First　Stage　of　the　Early－Modern　Period

　　　　　　　　　　　　and　the　Discrepancy　in　their　Application

by

PARK　Jinhan

　　Most　previous　studies　on　sumptuary　iaws，　flenyaleurei倹約令，　that　have　been

based　on　the　historical　recoyds　compiled　by　various　prefectures，　have　considered

the　iaws　as　resources　to　gain　insight　into　the　actual　ffestyles　of　farmers　and

townspeople．　These　studies　have　tended　to　develop　along　lines　focusing　on

govemmenta｝　policy，　for　example，　the　restric£ions　of．the　caste　system　by　the

shogunal　and　domain　authorities，　baJeuhan舵πり，o肱，幕藩権力，　or　the　political

suppression　of　commercial　activities．　These　studies，　however，have　focused　only

on　the　1ifestyles　of　the　farmers　and　£ownspeople　and　have　not　considered　the

process　of　the　formulation　of　the　laws　by　the　shogunate　and　the　application　of　the

law　by　individual　domains．　The　aims　of　this　paper　are　1）　to　examine　the　process

of　formu！ating　and　enacting　the　shogunate’s　sump加ary　laws　as　nationaHaws　at

that　time，　and　2）　to　define　how　these　sumptuary　laws　were　perceived　and

enforced　by　daimyo　in　their　own　domains．

　　The　fust　section　of　this　study　examines　how　the　sumptuary　laws　were　enacted

as　a　measure　to　counteract　the　famines　during　the　Kanei　Period寛永期．　It　w封1

also　examine　how　the　shogunate　took　the　social　and　economic　gap　between　Kanto

関東and　Ka1nigata上方（Kyoto　and　the　Osaka　region）into　consideration　when

the　laws　were　enacted．　ln　the　next　section　I　suggest　the　case　of　the　Ol〈ayama

domain　as　an　example　of　the　actual　application　of　the　law　to　show　how　each

domain　was　incJuded　jn　a　nationwlde　sumptuary　system　in　the　8th　year　of　the

Kanbun　era寛文8（1668）．　Ultimately，　I　would　tike　to　show　how　the　Okayama
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domain　implemented　the　law　by　confronting　social　and　economic　conditions　of　their

own　temls．　In　the　third　section，　by　conlpa血g　the　nat呈onal　sumptuary　laws　of　the

shogunate　and　the　local　sumptuary　laws　of　the　individual　domains，　1　have

attempted　to　show　the　discrepancies　that　arose　between　the　law　enacted　by　the

shogunate　and　the　law　actually　practiced　by　the　daimyo．

　　In　conclusion，　the　basic　intention　of　enacting　the　sumptuary　laws　was　spurred

by　the　cornnion　interest　of　the　shogunate　and　the　daimyo　to　restrict　the　lower

classes　from　obtaining　luxury　items．

　　From　the　point　of　view　of　the　daimyo，　however，　these　sumpt囎ry　laws　were

regarded　as　interference　on　the　part　of　the　shogtinate　and　an　attempt　to　control

the　1ifestyle　of　the　residents　of　their　domains．　Therefore，　the　shegunate’s　national

laws　were　often　altered　when　proclaimed　in　the　domaiRs　in　order　to　suit　the

various　political　conditions　of　individual　daimyo．　Moreover，　during　the　middle

period　of　the　early－modern　era，the　daimyo　added　restrictioRs　on　days　of　res£　and

enacted　sumptuary　laws　that　were　not　authorized　by　the　shogunate　based　upon

the　needs　and　customs　of　the　individual　domains．
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